
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
三
月
二
十
六
日
発
行

『
大
倉
山
論
集
』　
第
六
十
七
輯
抜
刷

（
公
益
財
団
法
人

　
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
）

寄
贈
資
料
「
大
倉
孫
兵
衛
旧
蔵
資
料
」
か
ら
み
る
大
倉
書
店
の
歩
み

星
　
原

　
大

　
輔
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寄
贈
資
料
「
大
倉
孫
兵
衛
旧
蔵
資
料
」
か
ら
み
る
大
倉
書
店
の
歩
み
（
星
原
）

寄
贈
資
料
「
大
倉
孫
兵
衛
旧
蔵
資
料
」
か
ら
み
る
大
倉
書
店
の
歩
み

星　

原　

大　

輔

　
　

目
　
次

　

は
じ
め
に

一　

日
除
け
暖
簾

二　

画
帖
『
大
日
本
史
略
図
会
』

三　

内
国
勧
業
博
覧
会
賞
牌

　

お
わ
り
に
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
七
輯

　
令
和
三
年
三
月

は
じ
め
に

　

公
益
財
団
法
人
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
の
創
立
者
大
倉
邦
彦
（
以
下
、
邦
彦
と
略
記
す
）
は
、
大
倉
洋
紙
店
の
三
代
目
社
長
で
あ
っ
た
。

創
業
者
は
義
祖
父
の
大
倉
孫
兵
衛
（
以
下
、
孫
兵
衛
と
略
記
す
）
で
、
二
代
目
社
長
は
義
父
の
文
二
で
あ
る
。
彼
ら
が
形
成
し
た
大
倉
洋

紙
店
の
社
風
や
経
営
理
念
は
邦
彦
の
思
想
に
多
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
当
研
究
所
で
は
、「
精
神
文
化
の
研

究
及
び
そ
の
成
果
の
普
及
」（
定
款
第
四
条
第
一
項
第
一
号
）
の
一
つ
で
あ
る
「
創
立
者
及
び
研
究
所
関
連
資
料
の
研
究
・
調
査
」
と
し

て
、
孫
兵
衛
と
文
二
に
係
る
資
料
の
蒐
集
及
び
調
査
に
も
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
、
令
和
二
年
六
月
と
一
二
月
の
二

回
に
亙
っ
て
、
孫
兵
衛
の
曾
孫
に
あ
た
る
大
倉
淳
氏
（
株
式
会
社
大
倉
陶
園
顧
問
）
よ
り
、
大
倉
書
店
（
萬
屋
・
錦
栄
堂
）
に
係
る
資
料

の
寄
贈
を
受
け
た
。
内
容
は
、
左
の
通
り
で
あ
る
。

一　

日
除
け
暖
簾　

三
点

二　

画
帖
『
大
日
本
史
略
図
会
』　

一
点

三　

内
国
勧
業
博
覧
会
賞
牌　
　

二
点

　

い
ず
れ
も
孫
兵
衛
が
経
営
し
て
い
た
時
代
の
大
倉
書
店
（
萬
屋
・
錦
栄
堂
）
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
そ

こ
で
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
寄
贈
資
料
の
概
要
を
紹
介
す
る
と
共
に
、
こ
れ
ら
に
ま
つ
わ
る
情
報
か
ら
大
倉
書
店
の
歩
み
を
考
察
し
て
い

く
。

一
　
日
除
け
暖
簾
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寄
贈
資
料
「
大
倉
孫
兵
衛
旧
蔵
資
料
」
か
ら
み
る
大
倉
書
店
の
歩
み
（
星
原
）

　

今
回
寄
贈
さ
れ
た
暖
簾
三
点
は
い
ず
れ
も
、
複
数
枚
の
布
が
縫
い
合
わ
せ
た
一

枚
布
形
状
の
「
日
除
け
暖
簾
（
太
鼓
暖
簾
）」
で
あ
る
。

　

孫
兵
衛
が
創
業
し
た
萬
屋
が
店
舗
を
構
え
た
日
本
橋
通
り
で
は
、
江
戸
時
代
初

期
か
ら
多
く
の
人
び
と
が
往
来
し
て
お
り
、「
屋
号
紋
」「
商
標
」「
屋
号
名
」
な

ど
を
染
め
抜
い
た
日
除
け
暖
簾
が
、
看
板
の
一
種
と
し
て
店
舗
に
掲
げ
ら
れ
て
い

た（
１
）。

萬
屋
で
も
、
日
本
橋
を
渡
っ
て
来
た
人
び
と
の
目
に
す
ぐ
に
入
る
よ
う
、
店

頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、【
図
１
】
の
引
札
か
ら
う
か
が
え
る
。
今
回
寄

贈
さ
れ
た
暖
簾
も
そ
の
傷
み
具
合
な
ど
か
ら
、
実
際
に
店
頭
で
使
用
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
。

　

萬
屋
は
明
治
二
〇
年
代
は
じ
め
に
錦
栄
堂
と
統
合
し
大
倉
書
店
と
な
っ
た
。
こ

の
頃
に
な
る
と
、
店
舗
や
街
並
み
の
洋
風
化
に
伴
い
、
日
本
橋
通
り
周
辺
で
も
日

除
け
暖
簾
を
使
用
す
る
商
店
は
少
な
く
な
り
、
明
治
三
〇
年
代
初
め
に
撮
影
さ
れ

た
大
倉
書
店
の
店
頭
写
真（

２
）に

は
、
日
除
け
暖
簾
が
下
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て

店
舗
は
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
秋
に
四
階
建
て
の
煉
瓦
ビ
ル
へ
建
て
替
え
ら

れ
る
。
日
除
け
暖
簾
は
大
倉
孫
兵
衛
の
自
宅
に
移
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た

め
大
倉
書
店
に
幾
度
か
生
じ
た
祝
融
の
災
い
を
免
れ
、
現
存
す
る
に
至
っ
た
と
推

定
さ
れ
る
。

　

以
下
、
三
枚
の
日
除
け
暖
簾
の
概
要
及
び
特
徴
を
紹
介
す
る
。

日
本
橋
通
一
丁
目

東
錦
繪
問
屋

大
倉
孫
兵
衛

【図 １ 】明治21年（1888）頃の店舗全景
《沿革史資料№12645-30》

店舗正面の右先に日本橋があった
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
七
輯

　
令
和
三
年
三
月

　

今
回
寄
贈
さ
れ
た
暖
簾
は
い
ず
れ
も
藍
染
の
布
で
作
成
さ
れ
て
い
る
。

堅
実
を
旨
と
す
る
商
家
で
は
、
藍
色
や
紺
色
の
暖
簾
が
一
般
的
に
使
用
さ

れ
た
と
い
う
。

　

本
暖
簾
の
左
か
ら
三
つ
目
ま
で
の
布
は
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
が
、
四

つ
目
の
布
の
上
部
は
鋏
の
よ
う
な
も
の
で
裁
断
さ
れ
て
い
る
。
右
側
が
裁

断
さ
れ
て
い
る
状
態
で
の
寸
法
は
、
幅
は
一
二
〇
㎝
、
長
さ
は
一
七
九
㎝

（
乳
を
含
め
る
と
一
八
四
㎝
）
で
あ
る
。

　

通
常
、
暖
簾
の
横
巾
は
三み

布の

（
三
つ
の
布
を
縫
い
合
わ
せ
た
）
が
多
い

が
、
建
物
と
の
兼
合
い
で
大
き
い
暖
簾
が
必
要
な
場
合
は
、
縁
起
を
か
つ

い
で
奇
数
の
布
の
枚
数
が
選
ば
れ
る
と
い
う（

３
）。

し
た
が
っ
て
、
本
暖
簾
は

も
と
も
と
は
五
布
で
、【
図
２-

２
】
の
よ
う
な
形
状
及
び
図
柄
で
、
幅
は

一
七
〇
㎝
前
後
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
本
暖
簾
に
は
「
商
標
：
□（

地
本
ヵ
）□

雙
紙
問
屋
」「
屋
号
名
：
萬
屋
孫
兵

衛
」
が
染
め
抜
き
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
「
大
倉
」
姓
で
は
な
く
、「
萬

屋
」
の
屋
号
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
つ
ぎ
に
（
二
）（
三
）
の
暖
簾
と

は
異
な
り
、
鍵
万
と
称
さ
れ
る
屋
号
紋
が
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
管

【図 ２ - １ 】現状
【図 ２ - ２ 】

右側の明るい箇所は筆者による予想図

（
一
）
日
除
け
暖
簾
（
部
分
、「
雙
紙
問
屋 

萬
屋
孫
兵
衛
」）【
図
２-

１
】
沿
革
史
資
料
№13423
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寄
贈
資
料
「
大
倉
孫
兵
衛
旧
蔵
資
料
」
か
ら
み
る
大
倉
書
店
の
歩
み
（
星
原
） 　

本
暖
簾
の
寸
法
は
、
幅
は
一
四
〇
．
七
㎝
、
長
さ
は
一
八
九
㎝

（
乳
を
含
め
る
と
一
九
九
㎝
）
で
あ
る
。
現
状
で
は
、
右
下
端
の

乳
（
輪
）
が
欠
け
て
い
る
。

　

藍
染
の
三
布
に
「
屋
号
紋
：　

」「
商
標
：
地
本
雙
紙
問
屋
」

「
屋
号
名
：
大
倉
孫
兵
衛
」、
そ
し
て
「
住
所
：
日
本
橋
区
通
一
丁

目
」
が
染
め
抜
き
さ
れ
て
い
る
。
日
本
橋
区
は
郡
区
町
村
編
制
法

施
行
に
よ
り
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
一
一
月
二
日
に
誕
生
し

た（
４
）。

そ
し
て
「
地
本
雙
紙
」
は
明
治
一
五
年
頃
か
ら
次
第
に
衰
退

【図 ３ 】

見
の
限
り
で
は
、
鍵
万
は
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
以
降
に
出
版
さ
れ
た
錦
絵
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
暖
簾
の
作
成
及
び
使
用

時
期
は
明
治
初
年
と
推
定
さ
れ
る
。

（
二
）
日
除
け
暖
簾
（「
地
本
雙
紙
問
屋 

日
本
橋
區
通
一
丁
目
　
大
倉
孫
兵
衛
」）【
図
３
】
沿
革
史
資
料
№13424

し
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
暖
簾
の
作
成
及
び
使
用
時
期
は
明
治
一
〇
年
代
前
半
と
推
定
で
き
る
。

（
三
）
日
除
け
暖
簾
（「
地
本
雙
紙
問
屋 

日
本
橋
區
通
一
丁
目
大
倉
孫
兵
衛
」）【
図
４-

１
】
沿
革
史
資
料
№13425

　
（
二
）
の
暖
簾
と
同
じ
「
屋
号
紋
」「
商
標
」「
住
所
」「
屋
号
名
」
が
染
め
抜
き
さ
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
明
治
一
〇
年
代
前
半
に
使
用
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
七
輯

　
令
和
三
年
三
月

さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

本
暖
簾
の
幅
は
一
〇
九
㎝
、
長
さ
は
一
八
二
㎝
。

　

と
こ
ろ
で
本
暖
簾
に
は
、
通
常
あ
る
べ
き
上
下
端
に
あ
る
乳
の
縫
い
付
け
が
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
か
わ
り
、
表
面
に
藍
染
め
の
紐
が
二

本
縫
い
付
け
ら
れ
て
い
る
（【
図
４-

２
】）。

　

本
暖
簾
を
ど
の
よ
う
に
し
て
使
用
し
た
の
か
、
今
後
の
調
査
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

【図 ４ - １ 】

【図 ４ - ２ 】
紐の位置は上から583mm、左から295mm。紐の太さは27mm
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寄
贈
資
料
「
大
倉
孫
兵
衛
旧
蔵
資
料
」
か
ら
み
る
大
倉
書
店
の
歩
み
（
星
原
）

二
　
画
帖
『
大
日
本
史
略
図
会
』

　
『
大
日
本
史
略
図
会
』
は
、
神
武
天
皇
の
東
征
か
ら
明
治
一
五
年
の
済

物
浦
条
約
締
結
ま
で
、
百
の
歴
史
的
場
面
を
絵
と
詞
書
で
描
い
た
シ
リ
ー

ズ
物
で
あ
る
。
絵
は
安
達
吟
光
、
彫
は
ム
メ
ザ
ハ
（
和
田
勇
次
郎
ヵ
）、

詞
書
は
南
柯
亭
夢
覚
（
高
橋
柯
亭
）
が
担
当
し
、
明
治
一
八
年
（
一
八
八

五
）
一
二
月
か
ら
販
売
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
全
一
〇
〇
図
を
所
蔵

す
る
研
究
機
関
、
資
料
館
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
神
奈
川
県
立
歴
史

博
物
館
寄
託
資
料
「
大
倉
孫
兵
衛
旧
蔵
錦
絵
画
帖
」
を
紹
介
し
た
図
録

『
明
治
錦
絵
×
大
正
新
版
画（

５
）』

に
よ
っ
て
、
全
体
像
を
は
じ
め
て
把
握
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

今
回
寄
贈
さ
れ
た
画
帖
『
大
日
本
史
略
図
会
』（【
図
５-

１
】）
は
、
歴

史
的
場
面
を
描
い
た
絵
と
詞
書
を
そ
れ
ぞ
れ
刷
っ
て
、【
図
５-

２
】
の
よ

う
に
、
裏
面
を
半
丁
ず
つ
ず
ら
し
て
貼
り
合
わ
せ
て
い
る
。
先
述
し
た

「
大
倉
孫
兵
衛
旧
蔵
錦
絵
画
帖
」
に
あ
る
『
大
日
本
史
略
図
会
』
は
、
絵

の
真
裏
に
該
当
す
る
詞
書
が
貼
り
込
ま
れ
て
お
り（

６
）、

形
状
が
明
ら
か
に
異

な
っ
て
い
る
。

127mm

177mm

【図 ５ - １ 】
【図 ５ - ２ 】
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
七
輯

　
令
和
三
年
三
月

　

な
お
同
じ
タ
イ
ト
ル
の
画
帖
が
大
黒
屋
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
確
認
で
き
る
も
の
は
、

五
〇
図
の
「
宇
治
川
先
陣
争
い
」
ま
で
し
か
な
く
、
詞
書
は
な
い
。
こ
の
ほ
か
、
①
跡
見
学
園
女
子
大
学
新
座
図
書
館
が
一
、
三
巻
、
②

同
志
社
大
学
図
書
館
が
一
～
四
巻
、
③
梅
花
女
子
大
学
図
書
館
が
一
～
三
巻
を
所
蔵
し
て
い
る
が
、
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
利
用
制
限
の
た
め
閲
覧
が
で
き
ず
、
寄
贈
さ
れ
た
画
帖
と
の
比
較
考
証
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　

さ
て
『
大
日
本
史
略
図
絵
』
は
ど
の
よ
う
に
し
て
販
売
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
謎
を
解
く
鍵
は
、『
大
日
本
史
略
図
会
』
の

広
告
文
に
あ
る
。
こ
こ
で
は
長
文
で
は
あ
る
が
、『
読
売
新
聞
』
明
治
一
九
年
五
月
二
一
日
の
紙
上
に
掲
載
さ
れ
た
広
告
文
を
掲
出
す
る
。

岩
本
語（

吾
）一

先
生
編
輯
〇
安
達
吟
光
画

大
日
本
史
略
図
会　

全
計
百
図

　
　

大
錦
絵
上
楷
一
枚
二
図　
附
録
伝
記
一
枚
添　

定
価
金
三
銭
①

　
　
　

但
し
満
尾
迄
御
購
求
の
諸
君
へ
は
無
代
に
て
美
麗
な
る
画
帖
五
巻
に
仕
立
差
上
升
②
。
府
外
逓
送
賃
十
枚
金
六
銭

世
に
錦
絵
の
種
類
其
品
甚
だ
多
し
と
雖
も
、
未
だ
一
と
し
て
教
育
の
階
梯
に
適
す
る
は
な
し
。
是
に
於
て
今
般
拙
舗
画
工
編
者
の
二

者
と
謀
り
、
僅
か
教
育
上
に
就
て
有
益
な
る
者
を
撰
び
、
一
種
無
比
の
錦
絵
を
出
版
す
。
是
れ
乃
ち
普
通
に
流
布
た
る
類
書
と
異
な

り
、
我
遠
つ
皇
祖
神
武
天
皇
以
降
近
世
朝
鮮
の
変
に
至
る
ま
で
悉
と
く
集
め
之
を
一
百
図
と
為
し
、
歴
代
沿
革
時
世
風
俗
人
情
の
態

に
反
か
ず
悉
と
く
之
を
探
索
し
以
て
美
麗
細
密
に
図
画
し
、
加
ふ
る
に
諸
画
を
参
酌
し
之
れ
に
伝
記
を
附
し
総
て
歴
史
の
体
に
準
じ
、

簡
短
に
し
て
解
易
き
を
旨
と
す
。
故
に
傍
訓
を
附
し
一
々
是
れ
に
年
数
を
以
て
其
順
序
を
逐
ひ
、
仮
令
へ
ば
和
気
の
清
麿
に
於
け
る

明
治
十
八
年
よ
り
過
ぎ
去
る
こ
と
一
千
百
何
十
年
に
当
る
、
或
ひ
は
宇
治
川
先
陣
に
於
け
る
七
百
何
年
に
当
る
と
、
皆
な
悉
と
く
一

目
瞭
然
に
し
て
其
の
事
蹟
を
詳
ら
か
に
記
る
し
、
狂
盲
綺
語
を
毫
も
混
ぢ
へ
ず
。
真
に
経
世
の
事
実
を
知
ら
し
め
ん
こ
と
を
専
ら
と

す
。
故
へ
に
幼
に
し
て
未
ま
だ
小
学
に
就
か
ざ
る
の
児
童
と
雖
も
、
一
度
之
れ
を
繙
と
か
ば
自
然
我
が
日
本
歴
代
の
概
略
を
導
び
く
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の
階
梯
た
る
こ
と
正
に
疑
ひ
な
し
。
因
て
名
号
て
日
本
史
略
図
会
と
題
す
。
以
て
他
の
錦
絵
の
如
き
贅
物
に
非
ざ
る
を
鍳
定
し
、
陸

続
購
求
有
ん
こ
と
を
冀
望
す
。

�

日
本
橋
通
一
丁
目
十
九
番
地

出
版
人
〇
錦
栄
堂
〇
萬
屋
　
　
　
　

大
倉
孫
兵
衛　
　

　

ま
ず
右
の
下
線
①
よ
り
、
通
常
は
二
図
が
刷
ら
れ
た
大
錦
絵
一
枚
で
販
売
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
令
和
二
年
一
二
月
現
在
、

『
大
日
本
史
略
図
会
』
の
一
部
所
蔵
を
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
確
認
で
き
た
国
内
外
の
研
究
機
関
、
資
料
館
は
、
左
の
通
り
で
あ
る（

７
）。

　

①�

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館（

８
）＝01,02

／03,04

／05,06

／07,08

／11,12

／19,20

／23,24

／27,28

／31,32

／39,40

／53,54

／

57,58

／69,70

／79,80
／91,92

／95,96

　

②
ウ
ォ
ル
タ
ー
ズ
美
術
館（

９
）（

ア
メ
リ
カ
）
＝

‌
02

／

‌
11

／

‌
13

／

‌
30

／

‌
39

　

③
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館（

（1
（

（
ア
メ
リ
カ
）
＝31,32

／51,52

／53,54

　

お
そ
ら
く
店
頭
で
通
常
販
売
さ
れ
て
い
た
の
は
、
①
と
③
の
収
蔵
資
料
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
絵
と
詞
書
が
表
裏
に
刷
ら
れ
て
い
た
二

【図 ６ 】
「Nasu no yoichi naozane to atsumori」
（The Library of Congress所蔵／2002700028）

図
入
縦
二
丁
掛
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
（【
図
６
】）。

　

一
方
で
下
線
②
よ
り
、
全
一
〇
〇
図
の
購
入
者
に
は
無
償
で
画

帖
を
仕
立
て
て
配
布
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
画
帖
は
全
五
冊
で

あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
画
帖
は
全
一
〇
〇
図
を
購

入
し
た
顧
客
向
け
に
特
別
に
あ
つ
ら
え
た
稀
少
品
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
寄
贈
さ
れ
た
画
帖
の
表
紙
に
は
㊀
と
あ
り
、
一
図
「
神
武

天
皇
」
か
ら
二
〇
図
「
菅
原
道
真
」
ま
で
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
は
全
五
冊
の
第
一
冊
目
に
当
た
る
の
で
あ
ろ
う
。
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三
　
内
国
勧
業
博
覧
会
賞
牌

　

今
回
寄
贈
さ
れ
た
賞
牌
は
二
点
あ
り
、
一
つ
は
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
に
開
催
さ
れ
た

第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で
、
も
う
一
つ
は
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
に
開
催
さ
れ
た
第
四

回
内
国
勧
業
博
覧
会
で
、
孫
兵
衛
が
有
功
賞
牌
三
等
を
受
賞
し
た
際
に
授
与
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。

　

内
国
勧
業
博
覧
会
は
、【
表
１
】
の
通
り
、
明
治
時
代
、
政
府
が
主
催
し
て
五
回
開
催
さ
れ

た
。「
万
物
を
遺マ

マ

類
な
く
一
場
間
に
蒐
集
し
、
素
性
物
は
質
の
良
否
を
調
し
、
人
工
は
巧
拙
を

査
し
、
識
者
之
を
評
論
」
す
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
で
、「
改
む
べ
き
は
こ
れ
を
改
め
、
教
ふ

べ
き
は
こ
れ
を
教
へ
」
て
技
術
改
良
を
促
し
、
そ
し
て
海
外
へ
の
「
販
売
交
易
の
途
を
開
く
」

こ
と
を
意
図
し
て
始
め
ら
れ
て
お
り（

（1
（

、
当
時
推
し
進
め
ら
れ
て
い
た
殖
産
興
業
政
策
の
一
環
で

あ
っ
た
。
孫
兵
衛
は
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
「
輸
出
貿
易
に
よ
る
外
貨
獲
得
」
を
目
的
と

し
て
創
業
し
た
森
村
組
に
参
画
し
て
お
り
、
右
の
よ
う
な
趣
旨
で
始
ま
っ
た
内
国
勧
業
博
覧
会

へ
の
出
品
を
行
っ
た
の
は
当
然
の
流
れ
で
あ
ろ
う
。

　

孫
兵
衛
の
内
国
勧
業
博
覧
会
へ
の
出
品
物
に
つ
い
て
は
、
関
根
仁
「
大
倉
孫
兵
衛
と
博
覧
会

―
万
国
博
覧
会
・
内
国
勧
業
博
覧
会
へ
の
品
―（

（1
（

」
で
す
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
本
章
で
は

そ
れ
ら
の
書
誌
情
報
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
の
上
で
賞
牌
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

【表 １ 】内国勧業博覧会
会期 会場 来場人員 出品人員 出品点数 褒賞

第 １ 回 明治10年（1877）
８ 月21日～11月30日

東京
上野公園 454,168 16,174 84,352

総数 名誉 龍紋賞牌 鳳紋賞牌 花紋賞牌 褒状
3,967（人） 6 104 488 984 2,385

第 ２ 回 明治14年（1881）
３ 月 １ 日～ ６ 月30日

東京
上野公園 822,395 31,239 331,169

総数 名誉 進歩 妙技 有功 協賛 褒状
4,031（人） 4 81 72 1,014 13 2,847

第 ３ 回 明治23年（1890）
４ 月 １ 日～ ７ 月31日

東京
上野公園 1,023,693 77,432 167,066

総数 名誉 進歩 妙技 有功 協賛 褒状
16,115（人） 7 177 210 3,962 15 11,744

第 ４ 回 明治28年（1895）
４ 月 １ 日～ ７ 月31日

京都
岡崎公園 1,136,695 73,781 169,098

総数 名誉 進歩 妙技 有功 協賛 褒状
17,729（点） 22 205 161 4,740 47 12,554

第 ５ 回 明治36年（1903）
３ 月 １ 日～ ７ 月31日

大阪
天王寺今宮 5,305,209 130,416 276,719

総数 名誉 一等賞牌 二等賞牌 三等賞牌 協賛賞状 褒状
36,487（点）129 505 2,360 7,566 69 25,858

来場人員数等の典拠は、注11を参照。
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（
一
）
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会

　

第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
は
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
八
月
二
一
日
か
ら
一
一
月
三
〇
日
ま
で
、
東
京
・
上
野
公
園
内
の
寛
永
寺
本

坊
跡
周
辺
に
建
設
さ
れ
た
レ
ン
ガ
造
り
の
建
物
な
ど
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
本
邦
初
の
開
催
を
受
け
て
、
孫
兵
衛
は
博
覧
会
会
場

の
様
子
を
描
い
た
錦
絵
「
上
野
公
園
地
博
覧
会
御
開
業
図（

（1
（

」
を
、
進
斎
年
光
を
画
工
と
し
て
明
治
一
〇
年
八
月
に
販
売
し
て
い
る
。
こ
れ

は
大
判
を
横
に
六
枚
並
べ
た
大
作
で
、
会
場
全
体
の
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　
『
出
品
目
録
』
に
よ
る
と
、
孫
兵
衛
は
「
第
二
区　

製
造
物
」
の
「
第
五
類　

造
家
並
に
居
家
需
用
の
什
器
」
の
部
門
に
、
左
の
「
錦

絵
」
四
点
を
出
品
し
て
い
る（

（1
（

。

①
仙
過
紙
「
紫
式
部
」（
画
工
：
落
合
幾
三
郎
、
版
刻
：
深
川
森
下
町
木
下
藤
吉
）

②
「
東
京
名
所
図
」（
画
工
：
安
藤
徳
兵
衛
、
版
刻
：
池
端
仲
町
銀
次
郎
）

③
「
日
本
物
産
図
」（
編
輯
：
大
倉
孫
兵
衛
、
画
工
：
安
藤
徳
兵
衛
、
版
刻
：
木
下
藤
吉
）

④
「
日
本
名
将
像
」（
画
工
：
月
岡
米
次
郎
、
版
刻
：
銀
次
郎
）

　

③
の
「
日
本
物
産
図
」
は
、
編
輯
と
画
工
が
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
明
治
一
〇
年
八
月
一
〇
日
に
出
版
届
を
出
し
た
「
大
日
本
物
産
図

会
」
で
あ
ろ
う
。
現
存
す
る
も
の
に
は
彫
師
の
氏
名
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
右
に
よ
り
深
川
森
下
町
の
木
下
藤
吉
が
担
当
し
た
こ
と

が
判
明
し
た
。

　

一
方
、
林
宏
美
「
大
倉
孫
兵
衛
出
版
錦
絵
目
録（

（1
（

」
に
は
①
②
④
の
作
品
名
及
び
画
工
等
が
一
致
す
る
も
の
は
な
く
、
そ
の
後
の
調
査
で

も
見
出
せ
な
い
。
図
録
が
存
在
し
な
い
た
め
出
品
物
の
構
図
を
知
る
術
は
な
く
、
現
段
階
で
は
特
定
は
不
可
能
で
あ
る
。

　

さ
て
明
治
一
〇
年
九
月
二
二
日
に
公
布
さ
れ
た
「
審
査
条
例
」
第
四
条
で
は

物
品
及
び
事
故
を
褒
賞
し
賞
牌
を
与
ふ
る
は
左
の
目
に
照
準
し
其
優
劣
に
因
て
三
等
に
分
つ
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一　

�

維
新
以
後
農
工
の
諸
職
業
に
就
て
新
工
夫
を
為
し
或
は
新
品
新
方
等
を
用
ひ
或
は
模
造
移
殖
に
因
て
進
歩
を
為
し
或
は
有
用

の
物
産
を
発
見
せ
し
者

第
二　

�

材
料
を
適
用
し
或
は
製
作
を
精
良
に
し
或
は
産
出
を
増
多
し
或
は
便
益
を
加
へ
或
は
新
た
に
売
買
の
道
を
開
き
或
は
改
良
の

器
械
を
用
ひ
或
は
物
品
の
廉
直
を
致
せ
し
に
依
り
衆
に
秀
で
た
る
者

第
三　

美
術
に
於
て
卓
越
の
者

第
四　

模
様
及
び
色
彩
の
衆
に
秀
で
し
工
物
を
出
た
せ
し
者

第
五　

有
用
の
図
書
雛
形
を
製
作
せ
し
者

第
六　

�

制
作
場
の
支
配
人
工
長
製
図
又
は
雛
形
其
他
助
力
人
と
な
り
て
物
品
の
品
位
を
進
め
価
値
を
廉
に
し
及
び
其
売
買
を
広
め
し

に
最
も
力
あ
る
の
故
に
よ
り
出
品
人
よ
り
申
出
さ
れ
た
る
も
の

以
上
の
諸
項
に
就
て
右
三
等
の
賞
牌
を
与
ふ
る
に
足
ら
ざ
る
も
の
に
は
別
に
褒
詞
状
を
与
ふ
べ
し（

（1
（

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
優
良
と
認
め
ら
れ
た
出
品
に
対
し
て
は
、
優
龍
紋
、
鳳
紋
、
花
紋
の
三
種
の
賞
牌
、
あ
る
い
は
褒
詞
状

が
授
与
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

孫
兵
衛
が
出
品
し
た
「
錦
絵
」
は
「
物
産
の
画
帖
児
童
の
知
識
を
広
む
る
の
益
あ
る
を
観
る
」
と
評
価
さ
れ
、
褒
詞
状
が
授
与
さ
れ
た

の
で
あ
っ
た（

（1
（

。
大
倉
淳
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
時
の
褒
詞
状（

（1
（

は
確
認
で
き
な
い
と
い
う
。
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（
二
）
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会

　

第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
は
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
三
月
一
日
か
ら
六

月
三
〇
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。
会
場
は
第
一
回
と
同
じ
く
上
野
公
園
の
寛
永
寺

本
坊
跡
周
辺
で
、
イ
ギ
リ
ス
人
建
築
家
ジ
ョ
サ
イ
ア
＝
コ
ン
ド
ル
の
設
計
に
よ

る
レ
ン
ガ
造
り
二
階
建
て
の
建
物
が
建
設
さ
れ
た
。
孫
兵
衛
は
こ
の
時
も
、
会

場
の
様
子
を
描
い
た
錦
絵
「
上
野
公
園
内
国
勧
業
第
二
博
覧
会
美
術
館
并
猩
々

噴
水
器
之
図
」
を
明
治
十
四
年
四
月
に
販
売
し
て
い
る
（【
図
７
】）。

　

孫
兵
衛
は
「
第
二
区　

製
造
物
」
の
「
第
十
一
類　

衣
服
及
び
装
飾
」
の
部

門
で
、
錦
絵
や
カ
ル
タ
、
団
扇
な
ど
二
一
点
を
出
品
し
た（

（2
（

。
概
要
は
左
の
通
り

で
あ
る
。

①　

�

錦
絵
・
絹
「
花
鳥
」
彩
色
（
画
工
：
京
橋
区
木
挽
町
九
丁
目
芝
斑（

琳
）齋

、

彫
工
：
本
郷
区
湯
島
三
組
町
岡
信
吉
、
摺
工
：
下
谷
区
車
坂
町
山
田

房
之
助
）

②　

錦
絵
・
政
紙
「
花
鳥
」
彩
色
（
同
右
）

③　

�

錦
絵
・
政
紙
「
徳
川
十
五
代
記
」
極
彩
色
摺
（
画
工
：
根
津
宮
永
町

月
岡
芳
年
外
二
名
、
彫
工
：
本
所
区
横
綱
町
問
瀬
徳
次
郎
、
摺
工
：

南
葛
飾
郡
小
梅
村
五
井
松
五
郎
、
仕
立
：
南
傳
馬
町
大
村
恒
七
）

④　

�

錦
絵
・
政
紙
「
大
日
本
物
産
図
会
」
極
彩
色
画
帖
（
画
工
：
京
橋
区

【図 ７ 】「上野公園内国勧業第二博覧会美術館并猩々噴水器之図」
画工：三代目歌川広重　国立国会図書館所蔵（寄別 ７ - １ - ２ - ３ ）
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南
紺
屋
町
安
藤
広
重
、
彫
工
：
深
川
区
東
森
下
町
柴
岡
長
次
郎
、
摺
工
：
神
田
区
旭
町
大
川
政
吉
、
仕
立
：
南
傳
馬
町
大
村
恒
七
）

⑤　

�

錦
絵
・
政
紙
「
花
鳥
」
極
彩
色
綯
縮
製
画
帖
（
画
工
：
通
一
丁
目
大
倉
曉
山
、
彫
工
：
本
郷
区
湯
島
三
組
町
宗
岡
信
吉
、
摺

工
：
下
谷
区
車
坂
町
山
田
義
之
助
、
縮
工
：
兀
柳
町
石
坂
久
蔵
）

⑥　
�

錦
絵
・
政
紙
「
花
鳥
」
極
彩
色
掛
軸
製
（
画
工
：
大
倉
曉
山
、
彫
工
：
宗
岡
長
次
郎
、
摺
工
：
南
葛
飾
郡
小
梅
村
五
井
松
五
郎
、

仕
立
：
南
傳
馬
町
大
村
垣
七
）

⑦　

錦
絵
・
政
紙
「
婦
人
」
極
彩
色
掛
軸
製
（
同
右
）

⑧　

錦
絵
・
政
紙
「
花
鳥
」
極
彩
色
掛
軸
製
（
同
右
）

⑨　

錦
絵
・
政
紙
「
婦
人
」
彩
色
掛
軸
製
（
同
右
）

⑩　

歌
留
多
・
政
紙
「
日
本
地
志
略
」
錦
絵
（
画
工
：
浅
草
区
新
福
井
町
山
田
国
玉
外
九
名
）

⑪　

歌
留
多
・
政
紙
「
英
語
」
錦
絵
（
画
工
：
南
葛
飾
区
小
梅
村
小
林
永
濯
外
九
名
）

⑫　

歌
留
多
・
政
紙
「
皇
国
史
略
」
錦
画
（
画
工
：
日
本
橋
区
蛎
売
町
二
丁
目
竹
内
国
政
外
九
名
）

⑬　

歌
留
多
・
政
紙
「
近
世
英
雄
」（
同
右
）

⑭　

団
扇
・
政
紙
「
花
鳥
」
彩
色
画
柄
竹
（
画
工
：
京
橋
区
南
紺
屋
町
安
藤
広
重
、
画
工
：
京
橋
区
木
挽
町
一
丁
目
芝
琳
齋
外
一
名
）

⑮　

団
扇
（
同
右
）

⑯　

団
扇
・
政
紙
「
東
京
名
所
」
彩
色
画
柄
竹
（
同
右
）

⑰　

団
扇
・
政
紙
「
婦
人
」
彩
色
画
柄
竹
（
同
右
）

⑱　

団
扇
・
政
紙
「
文
人
」
墨
画
柄
竹
（
同
右
）

⑲　

団
扇
・
政
紙
「
花
鳥
」
彩
色
画
柄
竹
（
同
右
）
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倉
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兵
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倉
書
店
の
歩
み
（
星
原
）

⑳　

団
扇
（
同
右
）

㉑　
�

錦
絵
印
刷
須
序
見
本
・
政
紙
、
衝
立
仕
立
、
第
一
板
よ
り
四
十
着
の
色
を
経
て
一
つ
の
錦
画
と
な
る
順
序
、
原
版
顔
料
附
属
、

（
彫
工
：
深
川
区
東
森
下
町
片
田
長
次
郎
、
印
刷
工
：
神
田
区
旭
町
大
川
政
吉
）

　

右
の
う
ち
③
は
明
治
八
年
に
販
売
さ
れ
た
「
徳
川
十
五
代
記
略（

（2
（

」
で
、
④
の
「
大
日
本
物
産
図
会
」
は
第
一
回
に
も
出
品
し
て
い
た
が
、

彫
師
の
氏
名
が
変
わ
り
、
形
態
が
「
画
帖
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
⑤
は
、
明
治
一
一
年
一
一
月
に
印
刷
発
売
さ
れ
た
「
草
木
華
鳥
図
会
」
と
推
定
さ
れ
る
。『
出
品
目
録
』
で
は
画
工
の
氏
名
が

「
大
倉
曉
山
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（

（2
（

ま
た
は
慶
應
義
塾
大
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
デ
ジ
タ
ル
コ

レ
ク
シ
ョ
ン（

（2
（

に
て
公
開
さ
れ
て
い
る
画
像
で
は
、
曉
山
の
署
名
及
び
落
款
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
正
し
く
は
広
田
曉
山
で
、
明
治
一
八
年

に
大
倉
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
古
代
唐
草
模
様
集
』
の
編
輯
人
の
広
田
伊
兵
衛
で
あ
る
。

　

ま
た
、
⑥
か
ら
⑨
ま
で
の
「
極
彩
色
掛
軸
製
」
は
、
前
掲
の
図
録
『
明
治
錦
絵
×
大
正
新
版
画
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
輸
出
用
の
掛

軸（
（2
（

」
に
近
似
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

さ
て
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
審
査
条
例
で
は
、
優
良
出
品
へ
の
褒
賞
が
名
誉
賞
牌
、
進
歩
賞
牌
（
一
等
～
三
等
）、
妙
技
賞
牌
（
一

等
～
三
等
）、
有
功
賞
牌
（
一
等
～
三
等
）、
協
賛
賞
牌
（
一
等
～
三
等
）、
褒
状
の
六
種
に
変
更
さ
れ
た（

（2
（

。
孫
兵
衛
の
出
品
物
「
錦
絵
歌

留
多
団
扇
」
は
「
紙
料
色
彩
共
に
佳
良
な
り
。
且
価
格
当
を
得
て
販
頒
亦
多
し
。
以
て
平
素
の
勉
業
を
徴
す
る
に
足
る
。
其
有
功
褒
賞
す

べ
し
。」
と
評
価
さ
れ
、
有
功
賞
牌
三
等
を
授
与
さ
れ
た（

（2
（

。

　

審
査
条
例
第
一
〇
条
で
、
有
功
賞
牌
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

物
産
を
増
殖
し
、
販
路
を
弘
め
、
沽
価
を
低
く
し
、
或
は
便
益
の
機
械
器
具
を
適
用
し
、
其
他
模
造
移
植
等
に
因
て
功
労
あ
る
も
の
。

若
く
は
従
来
の
方
法
に
由
て
製
出
す
る
も
他
の
出
品
に
比
し
て
特
に
優
等
な
る
も
の
、
及
び
製
品
の
雅
致
あ
り
て
他
の
意
匠
を
資
く
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る
に
足
る
も
の
に
与
ふ
。

　

こ
の
と
き
授
与
さ
れ
た
賞
牌
が
、
今
回
寄
贈
さ
れ
た
も
の
の
一
つ
で
あ
る
（【
図
８
】）。「
賞
牌
」
と
金
字
で
記
さ
れ
た
ケ
ー
ス
に
保
管

さ
れ
て
お
り
、
賞
牌
は
銅
製
の
円
形
状
で
、
大
き
さ
は
直
径
六
・
七
㎝
、
厚
さ
五
㎜
で
あ
る
。
表
面
に
は
菊
花
紋
章
の
周
り
に
藤
が
施
さ

れ
て
「
有
功
」
と
あ
る
。
裏
面
の
外
枠
に
は
「
内
国
勧
業
博
覧
会
」「
東
京
」「
明
治
十
四
年
」
と
い
う
文
字
が
、
そ
し
て
中
央
に
刀
を
帯

び
た
一
人
の
男
性
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
武
内
大
臣
、
す
な
わ
ち
武た

け

内う
ち

宿す
く

禰ね

で
あ
る
（【
図
９
】）。

　

博
覧
会
事
務
局
が
提
出
し
た
上
申
書
に
は
、

武
内
大
臣
、
景け

い

行こ
う

天
皇
の
時
に
東
夷
を
観
察
し
帰
奏
の
後
日や

ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
尊
東
征
の
功
あ
り
。
後
、
成せ

い

務む

天
皇
を
輔
相
し
神
功
皇
后
の
参

謀
と
な
り
て
三
韓
を
服
し
、
晩
年
筑
紫
を
鎮
じ
た
る
は
大
宰
府
外
国
交
通
の
根
元
と
す
。
即
て
有
功
賞
牌
に
適
当
す
べ
し（

（2
（

。

と
、
海
外
進
出
の
観
点
か
ら
選
定
さ
れ
た
理
由
が
記
さ
れ
て
い
る
。

【図 ８ 】
第二回内国勧業博覧会　有功賞牌

（沿革史資料№13421）
上から、漆塗りのケース、賞牌の表面、裏面



389

寄
贈
資
料
「
大
倉
孫
兵
衛
旧
蔵
資
料
」
か
ら
み
る
大
倉
書
店
の
歩
み
（
星
原
）

　

出
品
者
に
と
っ
て
内
国
勧
業
博
覧
会
で
の
賞
牌
授
与
は
、
政
府
か
ら
自
社
製
品
の
優
位
性
を
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た

が
っ
て
受
賞
を
宣
伝
す
る
こ
と
は
商
品
価
値
を
高
め
、
販
売
促
進
に
繋
が
る
。
そ
こ
で
賞
牌
に
関
し
て
、
明
治
一
一
年
四
月
二
日
に
内
務

省
布
達
甲
第
九
号
が
出
さ
れ
て
い
る
。

明
治
十
年
内
国
勧
業
博
覧
会
に
於
て
授
与
の
賞
牌
は
受
領
人
の
適
宜
に
任
せ
、
右
賞
牌
の
写
を
製
造
の
物
品
又
は
其
外
と
包
み
、
或

看
板
広
告
書
等
の
類
へ
相
付
け
候
儀
は
不
苦
候
条
、
此
旨
為
心
得
布
達
候
事（

（2
（

。

　

孫
兵
衛
も
賞
牌
の
写
し
を
販
売
促
進
に
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
、
前
掲
し
た
引
札
な
ど
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
（【
図
10
】）。

【図 ９ 】
「賞牌製造ノ件」（国立国公文書館蔵『公文録・明
治十四年・第二百三十三巻・内国勧業博覧会事務
局』）にある図案。

【図10】引札に印刷された有功賞牌
《沿革史資料№12645-30》
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（
三
）
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会

　

第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
は
平
安
遷
都
一
一
〇
〇
年
紀
念
祭
の
一
環
と
し
て
、
京
都
市
上
京
区
岡
崎
町
（
現
京
都
市
左
京
区
岡
崎
）
で

明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
四
月
一
日
か
ら
七
月
三
一
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。

　

孫
兵
衛
は
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
の
第
三
回
に
は
出
品
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
四
回
で
は
「
第
一
部
工
業　

第
三
類　

写
真
及
印

刷
」
の
「
其
二　

印
刷
物
及
其
用
具
」
の
部
門
に
、
二
八
点
を
出
品
し
て
い

る
。

　

以
下
、『
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
部
類
目
録（

（2
（

』
に
あ
る
出
品
物
一

覧
を
刊
行
年
順
で
掲
示
す
る
が
、
目
録
に
記
載
さ
れ
て
い
る
出
品
名
の
明
ら

か
な
誤
字
は
改
め
、
抜
字
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
［　
　

］
で
補
っ
た
。
ま
た

各
書
籍
の
冊
数
と
奥
付
に
記
載
さ
れ
て
い
る
版
権
免
許
ま
た
は
刊
行
年
月
日

（
元
号
表
記
は
省
略
し
た
）、
著
者
、
出
版
・
発
行
人
を
〔　

〕
で
補
足
し
た
。

①　

�［
楳
嶺
］
百
鳥
画
譜
正
編
〔
三
冊
、
①
～
③
一
四
年
一
〇
月
一
八

日
版
権
免
許
、
著
者
：
幸
野
楳
嶺
、
出
板
人
：
大
倉
孫
兵
衛
〕

②　

�

工
業
図
式
〔
五
冊
、
①
～
⑤
一
六
年
五
月
二
日
版
権
免
許
・
出
版
、

筆
者
：
幸
野
楳
嶺
、
出
版
者
：
大
倉
孫
兵
衛
〕

③　
�［

鮮
斎
］
永
濯
画
譜
〔
一
冊
、
一
七
年
三
月
四
日
出
版
免
許
・
成

鎸
出
版
、
編
画
者
：
鮮
斎
永
濯
、
彫
工
：
大
塚
鐵
五
郎
、
出
板

者
：
大
倉
孫
兵
衛
〕

【図11】大倉孫兵衛の出品物が陳列された工業館内
桑田正三郎編『第四回内国勧業博覧会写真』（明治28年）

（国立国会図書館所蔵）
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④　

新
撰
古
代
模
様
鑑
〔
二
冊
、
①
②
一
七
年
七
月
二
六
日
版
権
免
許
、
編
輯
者
：
児
玉
永
成
、
出
板
人
：
大
倉
孫
兵
衛
〕

⑤　
�［

楳
嶺
］
百
鳥
画
譜
続
編
〔
三
冊
、
①
～
③
一
七
年
一
〇
月
二
〇
日
版
権
免
許
・
同
年
一
一
月
出
版
、
著
者
：
幸
野
楳
嶺
、
出

板
人
：
大
倉
孫
兵
衛
〕

⑥　

�

古
代
唐
草
模
様
集
〔
一
冊
、
一
八
年
八
月
二
八
日
版
権
免
許
・
同
年
一
〇
月
出
版
、
編
輯
人
：
広
田
伊
兵
衛
、
出
板
人
：
大
倉

孫
兵
衛
〕

⑦　

�

暁
齋
画
談
〔
四
冊
、
①
～
④
二
〇
年
六
月
二
八
日
出
版
版
権
願
・
同
年
七
月
六
日
版
権
許
可
、
編
輯
者
：
瓜
生
政
和
、
画
工

人
：
河
鍋
洞
郁
、
出
版
人
：
岩
本
俊
〕

⑧　
［
附
音

插
図
］
和
訳
英
字
彙
〔
一
冊
、
二
一
年
一
月
一
日
、
纂
訳
者
：
島
田
豊
、
発
行
者
：
大
倉
孫
兵
衛
、
印
刷
者
：
汽
關
社
〕

⑨　

�［
插
図
］
和
訳
独
逸
字
彙
〔
一
冊
、
二
二
年
一
一
月
一
日
、
纂
訳
者
：
福
島
鳳
一
郎
、
発
行
者
：
大
倉
孫
兵
衛
、
印
刷
者
：
星

野
周
作
〕

⑩　

光
琳
画
式（

（3
（

〔
一
冊
、
二
二
年
五
月
求
板
、
画
：
法
橋
光
琳
、
集
：
合
川
珉
和
、
書
林
：
大
倉
孫
兵
衛
〕

⑪　

北
斎
今
様
雛
形
〔
一
冊
、
二
二
年
一
〇
月
一
八
日
、
著
画
：
葛
飾
北
斎
、
印
刷
兼
発
行
者
：
大
倉
孫
兵
衛
〕

⑫　

日
本
模
様
鑑
〔
一
冊
、
二
三
年
四
月
八
日
、
著
作
者
：
山
下
亀
三
郎
、
発
行
兼
印
刷
者
：
大
倉
孫
兵
衛
〕

⑬　

�

省
亭
花
鳥
画
譜
〔
三
冊
、
①
二
三
年
四
月
一
一
日
／
②
同
年
九
月
二
七
日
／
③
二
四
年
三
月
四
日
、
著
作
者
：
渡
辺
省
亭
、
発

行
者
兼
印
刷
者
：
大
倉
孫
兵
衛
〕

⑭　

万
職
図
考
〔
五
冊
、
①
～
⑤
二
三
年
一
二
月
五
日
、
印
刷
兼
発
行
者
：
大
倉
孫
兵
衛
〕

⑮　

北
斎
花
鳥
画
伝
〔
二
冊
、
①
②
二
四
年
三
月
二
六
日
、
著
画
者
：
前
北
斎
為
一
、
印
刷
兼
発
行
者
：
大
倉
孫
兵
衛
〕

⑯　

菊
池
容
齋
画
譜
〔
一
冊
、
二
四
年
一
〇
月
二
二
日
、
縮
画
兼
編
輯
：
松
本
楓
湖
、
発
行
兼
印
刷
者
：
大
倉
孫
兵
衛
〕
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⑰　

�

梅
嶺
菊
百
種（

（3
（

〔
二
冊
、
①
二
四
年
一
二
月
五
日
／
②
二
五
年
一
月
一
九
日
、
著
作
者
：
幸
野
楳
嶺
、
発
行
兼
印
刷
者
：
大
倉
孫

兵
衛
〕

⑱　
�

日
本
歴
史
画
報
〔
一
三
冊
、
①
②
二
五
年
二
月
二
七
日
／
③
同
年
四
月
一
六
日
／
④
同
年
五
月
三
〇
日
／
⑤
同
年
六
月
二
九
日

／
⑥
同
年
八
月
五
日
／
⑦
同
年
九
月
二
九
日
／
⑧
同
年
一
一
月
八
日
／
⑨
同
年
一
二
月
二
八
日
／
⑩
二
六
年
二
月
一
五
日
／
⑪

同
年
四
月
二
九
日
／
⑫
同
年
六
月
一
七
日
／
⑬
同
年
八
月
八
日
、
編
輯
者
：
松
本
楓
湖
／
津
江
秋
芳
、
発
行
兼
印
刷
者
：
大
倉

保
五
郎
〕

⑲　

�

美
術
［
応
用
］
解
剖
学
〔
一
冊
、
二
五
年
四
月
一
日
、
撰
者
：
田
口
茂
一
郎
、
図
画
剞
刻
兼
印
刷
者
：
中
川
長
二
郎
、
印
刷

者
：
長
尾
景
弼
〕

⑳　

�

絵
画
帖
〔
二
冊
、
①
二
五
年
六
月
二
八
日
／
②
同
年
一
二
月
二
八
日
、
編
輯
者
：
荒
木
寛
畝
、
発
行
兼
印
刷
者
：
大
倉
保
五

郎
〕

㉑　

�［
小
学
］
日
本
画
帖
（
一
六
冊
、
①
～
⑯
二
五
年
七
月
五
日
、
著
述
者
：
野
村
文
擧
、
発
行
兼
印
刷
者
：
岩
崎
清
吉
、
発
行

所
：
大
倉
書
店
〕

㉒　

虫
類
画
譜
〔
一
冊
、
二
五
年
一
一
月
二
日
、
発
行
兼
印
刷
者
：
大
倉
孫
兵
衛
〕

㉓　

�［
閣
竜
世
界
博
覧
会
］
美
術
［
品
］
画
譜
（
四
冊
、
①
二
六
年
一
〇
月
一
〇
日
／
②
同
年
一
一
月
二
三
日
／
③
二
七
年
一
月
三

〇
日
／
④
同
年
七
月
二
〇
日
、
著
画
者
：
久
保
田
米
僊
、
発
行
兼
印
刷
者
：
大
倉
保
五
郎
〕

㉔　

寛
畝
絵
手
本（

（3
（

〔
一
冊
、
二
七
年
一
月
一
八
日
、
編
輯
者
：
荒
井
寛
畝
、
発
行
兼
印
刷
者
：
荒
木
盛
〕

㉕　

月
樵
画
譜（

（3
（

〔
二
冊
、
①
②
二
七
年
六
月
三
〇
日
、
著
画
：
醉
花
亭
月
樵
、
発
行
兼
印
刷
者
：
大
倉
保
五
郎
〕

㉖　

�［
図
案
］
服
紗
合
〔
二
冊
、
①
②
二
七
年
八
月
三
一
日
、
編
輯
者
：
久
保
田
米
僊
／
永
井
素
岳
、
発
行
兼
印
刷
者
：
大
倉
保
五
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郎
〕

㉗　

省
亭
花
鳥
続
編

　

第
四
回
の
出
品
は
、
木
版
印
刷
に
よ
る
画
譜
が
中
心
で
あ
る
。
孫
兵
衛
は
明
治
一
〇
年
代
半
ば
か
ら
模
様
や
花
鳥
風
月
な
ど
を
載
せ
た

美
術
性
の
高
い
画
譜
を
次
々
と
刊
行
し
て
い
る
。
こ
れ
は
森
村
組
の
一
員
と
し
て
貿
易
業
に
携
わ
る
中
で
、
輸
出
用
商
品
で
あ
る
「
陶
器

蒔
絵
金
銀
銅
細
工
木
竹
牙
彫
刻
織
物
等
」
の
模
様
や
絵
付
け
の
テ
キ
ス
ト
の
必
要
性
を
認
め
た
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
印
刷
技
術

の
向
上
を
図
り
、
高
品
質
に
拘
っ
た
画
譜
の
作
成
に
傾
注
し
た
。
し
か
し
明
治
二
六
年
の
シ
カ
ゴ
・
コ
ロ
ン
ブ
ス
万
国
博
覧
会
を
視
察
し

た
孫
兵
衛
は
、
デ
ザ
イ
ン
の
潮
流
が
変
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
実
感
し
、
そ
れ
ま
で
手
掛
け
て
い
た
森
村
組
の
デ
ザ
イ
ン
を
「
洋
風
画
」

へ
と
変
え
て
い
っ
た
と
い
う（

（3
（

。
し
た
が
っ
て
、
孫
兵
衛
に
と
っ
て
こ
の
博
覧
会
へ
の
出
品
は
、
あ
る
意
味
、
そ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

出
版
事
業
の
集
大
成
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
⑦
⑲
㉔
の
書
籍
は
、
印
刷
発
行
に
大
倉
孫
兵
衛
ま
た
は
保
五
郎
の
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
出
品
物
に
含

め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
倉
書
店
が
こ
れ
ら
の
出
版
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う（

（3
（

。
な
お
㉗
は
該
当
す
る
書
籍
を
特
定
で
き
ず
、

今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　

さ
て
第
四
回
で
は
、
優
良
出
品
へ
の
褒
賞
は
、
名
誉
賞
牌
（
金
）、
同
（
銀
）、
進
歩
賞
牌
（
一
等
～
三
等
）、
妙
技
賞
牌
（
一
等
～
三

等
）、
有
功
賞
牌
（
一
等
～
三
等
）、
協
賛
賞
牌
（
一
等
～
三
等
）、
褒
状
の
七
種
と
な
っ
て
い
る
。
孫
兵
衛
の
出
品
物
「
木
版
印
刷
画
譜　

各
種
」
は
「
印
刷
精
巧
に
し
て
木
版
の
彫
刻
亦
佳
良
な
る
を
見
る
。」
と
評
価
さ
れ
、
有
功
三
等
賞
を
授
与
さ
れ
た（

（3
（

。

　

第
四
回
の
内
国
勧
業
博
覧
会
規
則
第
三
七
条
に
よ
る
と
、
有
功
賞
牌
の
基
準
は

物
産
を
増
し
、
販
路
を
弘
め
、
估
価
を
低
く
し
、
便
益
の
機
械
、
器
具
を
適
用
し
、
又
は
模
造
移
植
せ
し
等
に
因
て
功
労
あ
る
出
品

を
な
し
た
る
者
に
与
ふ（

（3
（

。
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と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

今
回
寄
贈
さ
れ
た
も
う
一
つ
の
賞
牌
が
、
こ
の
時
に
授
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（【
図
12
】）。
第
二
回
の
も
の
と
は
形
状
は
や
や
異
な

る
「
有
功
賞
牌
」
と
刻
さ
れ
た
漆
塗
り
の
ケ
ー
ス
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
賞
牌
は
銅
製
の
円
形
状
で
、
大
き
さ
は
直
径
六
・
七
㎝
、
厚
さ

は
六
㎜
で
あ
る
。

　

表
面
に
は
菊
の
御
紋
の
周
り
に
「
有
功
」「
神
武
天
皇
即
位
紀
元
」「
弐
千
五
百
五
十
五
年
」
と
い
う
篆
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て

裏
面
の
外
枠
に
は
「
内
国
勧
業
博
覧
会
」「
京
都
」「
明
治
廿
八
年
」
と
い
う
文
字
が
、
そ
し
て
中
央
に
刀
を
帯
び
た
武
内
宿
禰
が
刻
ま
れ

て
い
る
。

　

な
お
第
二
回
と
第
四
回
で
は
、
授
与
さ
れ
た
賞
牌
と
「
同
一
の
模
様
幷
に
菊
御
紋
を
印
記
し
た
」
賞
証
も
併
せ
て
授
与
さ
れ
た（

（3
（

が
、
こ

ち
ら
も
確
認
で
き
な
い
と
い
う
。

【図12】
第四回内国勧業博覧会（京都）有功
賞牌

（沿革史資料№13422）
上から漆塗りのケース、賞牌の表面、裏
面。
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お
わ
り
に

　

今
回
大
倉
淳
氏
か
ら
の
寄
贈
を
受
け
て
、
暖
簾
や
賞
牌
を
用
い
た
宣
伝
戦
略
や
未
見
の
刊
行
物
の
存
在
な
ど
、
大
倉
書
店
に
つ
い
て
新

た
な
側
面
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
孫
兵
衛
に
と
っ
て
寄
贈
さ
れ
た
貴
重
な
資
料
類
は
、
自
ら
の
人
生
を
語
る
上
で
不
可
欠
な
も
の
で
、
終

生
手
許
に
置
い
て
大
切
に
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
長
男
の
和
親
を
は
じ
め
大
倉
家
の
人
び
と
は
そ
う
し
た
孫
兵
衛
の
想
い
を
汲
ん
で
受

け
継
い
で
来
ら
れ
、
そ
し
て
寄
贈
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　

改
め
て
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
大
倉
淳
氏
へ
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
当
研
究
所
で
も
寄
贈
資
料
を
末
永
く
大
切
に
保
管
し
、

研
究
や
展
示
な
ど
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

注（
１
）　

小
貫
浩
「
江
戸
の
「
暖
簾
」
と
「
看
板
」
―
「
日
本
橋
通
り
」
を
中
心
と
し
て
―
」（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
：
別
冊
』
二
四
、

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
、
平
成
二
八
年
）。

（
２
）　

出
版
協
会
編
輯
局
編
『
廿
世
紀
之
東
京
』（
出
版
協
会
、
明
治
三
九
年
）
収
録
の
大
倉
洋
紙
店
と
大
倉
書
店
の
全
景
写
真
に
よ
る
。
拙
稿
「
世
の
為

に
田
を
耕
す
～
大
倉
家
三
代
の
生
き
方
～
―
第
三
十
八
回
研
究
所
資
料
展
の
報
告
を
兼
ね
て
―
」（『『
大
倉
山
論
集
』
第
六
五
輯
、
平
成
三
一
年
）

七
八
頁
に
転
載
。

（
３
）　

北
端
信
彦
「『
暖
簾
』
そ
の
意
と
匠
」（『
芸
術
：
大
阪
芸
術
大
学
紀
要
』
一
七
、
大
阪
芸
術
大
学
芸
術
研
究
所
、
平
成
六
年
）。

（
４
）　

東
京
市
日
本
橋
区
役
所
編
纂
『
日
本
橋
区
史 

第
二
冊
』、
東
京
市
日
本
橋
区
役
所
、
大
正
五
年
、
一
四
八
頁
。

（
５
）　

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
光
画
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
ダ
ク
ツ
編
『
明
治
錦
絵
×
大
正
新
版
画
』、
令
和
二
年
、
七
二
～
七
八
頁
。

（
６
）　

前
掲
注
５
『
明
治
錦
絵
×
大
正
新
版
画
』
七
二
～
七
八
、
一
八
八
頁
。
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（
７
）　ColBase

：
国
立
博
物
館
所
蔵
品
統
合
検
索
シ
ス
テ
ム
に
よ
れ
ば
、
東
京
国
立
博
物
館
に
「
大
日
本
史
略
図
会
」
二
一
点
（
機
関
管
理
番
号
：

P-3698

）
の
所
蔵
が
確
認
で
き
る
が
、
現
物
は
未
見
で
あ
る
（
令
和
二
年
一
二
月
二
四
日
閲
覧
）。

（
８
）　

演
劇
博
物
館
公
開
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」（https://w

w
w
.w

aseda.jp/enpaku/db/

、
令
和
二
年
一

二
月
一
八
日
閲
覧
）。

（
９
）　https://thew

alters.org/

、
令
和
二
年
一
二
月
一
八
日
閲
覧
。
な
お
裏
面
は
デ
ジ
タ
ル
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。

（
10
）　https://w

w
w
.loc.gov/

、
令
和
二
年
一
二
月
一
八
日
閲
覧
。
な
お
裏
面
は
デ
ジ
タ
ル
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。

（
11
）　

数
字
の
典
拠
は
以
下
の
通
り
。
第
一
回
：「
内
国
勧
業
博
覧
会
場
中
概
況
諸
表
上
呈
」（
公
文
録
・
明
治
十
一
年
・
第
二
十
三
巻
・
明
治
十
一
年
一

月
・
内
務
省
伺
（
二
））
／
第
二
回
：『
明
治

十
四
年
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
報
告
書
』、
農
商
務
省
博
覧
会
掛
、
明
治
一
六
年
／
第
三
回
：『
第
三

回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
報
告
』、
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
、
明
治
二
四
年
／
第
四
回
：『
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
報
告
』、
第
四

回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
、
明
治
二
九
年
／
第
五
回
：『
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
報
告
』、
農
商
務
省
、
明
治
三
七
年
。

（
12
）　

内
務
卿
大
久
保
利
通
が
明
治
九
年
二
月
十
日
に
提
出
し
た
「
内
国
勧
業
博
覧
会
開
設
伺
」
に
よ
る
（
公
文
録
・
明
治
九
年
・
第
百
十
三
巻
・
明
治

九
年
四
月
・
内
務
省
伺
四
）。

（
13
）　
『
大
倉
山
論
集
』
第
五
六
輯
』（
公
益
財
団
法
人
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
、
平
成
二
二
年
）
所
収
。

（
14
）　

前
掲
注
５
『
明
治
錦
絵
×
大
正
新
版
画
』、
六
〇
～
六
一
頁
。

（
15
）　
『
明
治
十
年
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
目
録 

一
』、
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
、
明
治
一
〇
年
、
東
二
区
五
類
の
二
〇
。

（
16
）　
『
大
倉
山
論
集
』
六
〇
、
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
、
平
成
二
六
年
、
三
三
五
～
三
九
二
頁
。

（
17
）　
「
出
品
審
査
官
職
制
及
審
査
条
例
」
太
政
類
典
・
第
二
編
・
明
治
四
年
～
明
治
十
年
・
第
百
七
十
巻
・
産
業
十
九
・
展
覧
場
二
）

（
18
）　
『
明
治
十
年
内
国
勧
業
博
覧
会
審
査
評
語 

一
』、
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
、
明
治
一
〇
年
、
一
一
九
頁
。

（
19
）　

上
練
馬
村
の
相
原
房
次
が
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で
授
与
さ
れ
た
褒
状
が
、
練
馬
区
立
石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館
の
所
蔵
品
ア
ー
カ
イ
ブ

に
て
画
像
公
開
さ
れ
て
い
る
（https://w

w
w
.neribun.or.jp/archive/detail.cgi?id

＝10009

、
令
和
二
年
一
二
月
二
四
日
閲
覧
）。
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寄
贈
資
料
「
大
倉
孫
兵
衛
旧
蔵
資
料
」
か
ら
み
る
大
倉
書
店
の
歩
み
（
星
原
）

（
20
）　
『
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
目
録 

初
篇
第
二
区
』、
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
、
明
治
一
四
年
、
二
〇
七
頁
。

（
21
）　

前
掲
注
５
『
明
治
錦
絵
×
大
正
新
版
画
』
六
七
、
一
八
七
頁
。
画
帖
五
（
目
録
番
号
１
―
１
―
５
（
12
））。

（
22
）　
「Sôm

oku kachô zue

」（A
ccession N

um
ber

：11.36821

な
ど
）https://collections.m

fa.org/collections

、
令
和
二
年
一
二
月
一
八
日
閲

覧
。

（
23
）　
「
艸
木
華
鳥
図
会
」（
高
橋
浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
請
求
記
号
：200X

@
6-C1

）https://dcollections.lib.keio.ac.jp/ja

、
令
和
二
年
一
二
月

一
八
日
閲
覧
。

（
24
）　

前
掲
注
５
『
明
治
錦
絵
×
大
正
新
版
画
』、
二
五
～
三
四
頁
。

（
25
）　

明
治
一
四
年
一
月
六
日
制
定
の
「
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
審
査
条
例
」
第
一
一
条
（「
審
査
条
例
」
太
政
類
典
・
第
五
編
・
明
治
十
四
年
・
第
二

十
一
巻
・
産
業
・
展
覧
場
）。

（
26
）　
『
第
二
回
（
明
治
十
四
年
）
内
国
勧
業
博
覧
会
審
査
評
語 

上
』、
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
、
明
治
一
五
年
、
二
九
三
頁
。

（
27
）　
「
賞
牌
製
造
ノ
件
」（
国
立
国
公
文
書
館
蔵
『
公
文
録
・
明
治
十
四
年
・
第
二
百
三
十
三
巻
・
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
』）。
な
お
名
誉
は
石
凝
媛

命
が
作
成
し
た
八
咫
鏡
を
、
玉
祖
命
が
作
成
し
た
八
尺
瓊
勾
玉
を
献
上
す
る
図
、
進
歩
は
神
武
天
皇
が
椎
根
津
彦
に
命
じ
て
平
瓮
・
厳
瓮
を
作
ら

せ
て
い
る
図
、
妙
技
は
、
巨
勢
金
岡
が
紫
宸
殿
に
賢
聖
障
子
を
描
く
図
、
協
賛
は
秦
酒
公
が
雄
略
天
皇
の
前
で
琴
を
弾
い
て
い
る
図
が
刻
さ
れ
て

い
る
。

（
28
）　
「
内
務
省
布
達
甲
明
治
一
一
年
第
九
号
（
四
月
二
日
）」（
梶
原
猪
之
松
編
『
官
令
全
書 

内
務
省
之
部 

自
明
治
七
年
至
一
四
年
』、
梶
原
猪
之
松
、

三
二
丁
ウ
）。

（
29
）　
『
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
部
類
目
録 

第
一
部
工
業 

上
』、
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
、
明
治
二
八
年
、
二
二
～
二
三
頁
。

（
30
）　
『
光
琳
画
式
』
は
文
化
一
五
年
（
一
八
一
八
）
に
出
版
さ
れ
て
お
り
、
大
倉
孫
兵
衛
が
明
治
二
二
年
に
版
木
を
購
入
し
て
再
版
し
た
（
参
照
：
稲
岡

勝
「
明
治
の
出
版
と
求
板
本
」、『
書
物
・
出
版
と
社
会
変
容
』、「
書
物
・
出
版
と
社
会
変
容
」
研
究
会
、
令
和
二
年
）。

（
31
）　
『
梅
嶺
菊
百
種
』
は
天
・
地
・
人
の
三
冊
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
三
冊
目
の
「
人
」
は
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
五
月
、
す
な
わ
ち
第
四
回
内
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
七
輯

　
令
和
三
年
三
月

国
勧
業
博
覧
会
が
終
了
し
た
後
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
一
覧
の
冊
数
に
は
加
え
な
か
っ
た
。

（
32
）　

本
一
覧
で
は
冊
数
を
一
冊
と
し
て
い
る
が
、
国
立
国
会
図
書
館
が
所
蔵
す
る
『
寛
畝
絵
手
本
』
に
「
乙
之
部
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
甲
之
部
」
が

存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
ど
こ
か
で
所
蔵
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
33
）　

大
倉
書
店
が
明
治
二
七
年
六
月
二
五
日
に
『
月
樵
画
譜
』
の
版
木
を
購
入
し
た
こ
と
が
奥
付
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
34
）　

角
田
拓
朗
「
な
ぜ
、
こ
れ
ほ
ど
に
日
本
の
木
版
画
／
錦
絵
は
世
界
か
ら
愛
さ
れ
る
の
か
」（
前
掲
注
２
『
明
治
錦
絵
×
大
正
新
版
画
』、
八
頁
）。

（
35
）　

⑦
『
暁
齋
画
談
』
の
出
版
人
の
岩
本
俊
は
、
奥
付
に
記
載
さ
れ
て
い
る
住
所
か
ら
「
書
画
商　

岩
本
忠
蔵
」
と
推
定
さ
れ
る
（
国
文
学
研
究
資
料

館
デ
ー
タ
ベ
ー
スhttp://base1.nijl.ac.jp/infolib/m

eta_pub/detail

、
令
和
二
年
一
二
月
一
八
日
閲
覧
）。
お
そ
ら
く
岩
本
は
刊
行
を
企
画
し
、

大
倉
書
店
に
協
力
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
大
倉
書
店
は
そ
の
後
版
権
を
得
た
ら
し
く
、
明
治
二
六
年
前
後
の
出
版
販
売
目
録
に
も
書
店
刊
行
物

の
一
冊
と
し
て
掲
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

⑲
『
美
術
応
用
解
剖
学
』
の
奥
付
に
は
、
発
客
書
舗
と
し
て
長
尾
景
弼
の
博
聞
本
社
と
大
倉
書
房マ

マ

が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
博
聞
社
は
明
治
前
期
の

巨
大
出
版
社
で
あ
っ
た
が
、
本
書
が
刊
行
さ
れ
た
明
治
二
五
年
夏
に
巨
額
の
負
債
を
抱
え
て
経
営
不
振
に
陥
り
、
長
尾
も
二
八
年
二
月
六
日
に
死

去
し
た
（
稲
岡
勝
「
長
尾
景
弼
・
股
野
兄
弟
と
博
聞
社
」、『
都
留
文
科
大
学
研
究
紀
要
』
六
三
、
都
留
文
科
大
学
、
平
成
一
八
年
）。
お
そ
ら
く
大

倉
書
店
も
本
書
の
刊
行
に
関
与
し
て
お
り
、
そ
の
関
係
で
版
権
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

㉔
『
寛
畝
絵
手
本
』
乙
之
部
の
奥
付
に
は
、
発
売
人
と
し
て
東
陽
堂
・
東
陽
堂
支
店
と
と
も
に
、
大
倉
書
店
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
36
）　
『
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
授
賞
人
名
録
』、
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
、
明
治
二
八
年
、
七
二
頁
。

（
37
）　
『
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
報
告
』、
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
、
明
治
二
九
年
、
一
二
二
～
一
二
四
頁
。

（
38
）　

前
掲
注
37
『
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
報
告
』、
二
九
五
頁
。




